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小豆島に笑顔が咲きました！
──仙台で津波被害に遭った子どもたちとのサマーキャンプ

木下　真（子ども応援プロジェクト代表、日本子ども学会事務局長）

東日本大震災・子ども応援プロジェクト実施報告

サマーキャンプの趣旨と概要
　2011 年の夏、津波被害に逢った仙台市の小学生たち 34 名をサマーキャンプに連れて行きました。
行き先は、瀬戸内の小豆島。被災地でストレスの多い避難生活をしている子どもたちに、のびのび
と過ごせる数日間を提供したいというのが、サマーキャンプの主な目的でした。また、新しい仲間
と知り合い、旅先で様々な発見をすることで、彼らに未来への夢を取り戻してほしいという気持ち
がありました。さらに、将来に不安を抱える保護者の方々に対しては、「社会は皆さんの子育てを
応援していますよ」というメッセージを感じ取ってもらおうと思っていました。
　キャンプ地として小豆島を選んだのは、もともと人情に厚く、子どもを大切にする島だったこと、
そしてサマーキャンプの時期に「国際こども映画祭 2011」が開催される予定で、子どもたちを受け
入れる態勢が整っていたことが主な理由です。

実施日：2011 年 8 月 18 日（木）～ 22 日（月）
参加者：仙台市荒浜小学校　５・６年生　男女 20 名
　　　　仙台市東六郷小学校５・６年生　男女 14 名
引率者：日本子ども学会理事 2 名、ボランティア大学生 3 名、現地教諭 3 名　
主　催：東日本大震災・子ども応援プロジェクト
共　催：瀬戸内国際こども映画祭 2011
後　援：日本子ども学会、香川県、小豆島町
協　力：仙台市教育委員会、千葉敬愛短期大学

子どもたちの被災状況
　サマーキャンプに参加した荒浜小学校と東六郷小学校は、仙台市の若林区にあります。同区は仙
台平野の沿岸部に位置し、海岸からの津波を遮るものはなく、一面の平野です。子どもたちの自宅
はすべて押し流され、土台しか残っていません。現在、子どもたちは家族とともに仮設住宅や借り
上げ住宅などで暮らしています。
　荒浜小学校は海岸から 1 キロ圏内に位置していて、体育館の屋根の高さまで津波が押し寄せまし
た。学校で避難していた子どもたちの中には、自衛隊のヘリコプターで救出された者もいます。東
六郷小学校は海岸から 2 キロ圏内に位置していて、子どもたちは周囲から避難してきた住民ととも
に、校舎の２階の教室で一夜を過ごした後に救出されました。
　私たち子ども応援プロジェクトのメンバーが５月に学校を訪れた時にも、窓ガラスの割れた校舎、
鉄柱のひしゃげた体育館などを目の当たりにしました。学校の校庭には車やバイクが山のように積
み上げられていました。

サマーキャンプ内容
経　路：仙台駅⇔東京駅⇔羽田空港⇔高松空港⇔高松港⇔土庄港⇔小豆島
１日目／ようこそ小豆島へ（仙台から小豆島まで移動）
２日目／みんなで遊ぼう小豆島（プール遊び、創作カカシづくり、キャンプ・ファイアー）
３日目／見どころいっぱい小豆島（寒霞渓、国際こども映画祭オープニングイベント、そうめん流し）
４日目／平和を祈る小豆島（バーベキュー、映画鑑賞、山岳霊場）
５日目／また会いましょう（小豆島から仙台まで移動）
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１日目は仙台から小豆島までの移動で終日を使い
ました。わざわざ被災地からそんなに遠くまで

行く必要はないのでは、という声もありました。しか
し、東北の人々にとってふだんまったく馴染みのない
瀬戸内への旅というのは、子どもたちに震災を忘れ
させるという意味で効果的だったと思います。また、
小学生たちは乗り物が大好きですから、東北新幹線、
ジェット機、高速フェリーと乗り継いでいく旅はかな
りエキサイティングだったようです。
　

２日目は午前中のプール遊びから始まりました。
事前には保護者も先生方も、子どもたちが水を

怖がらないか大変心配されていて、私たちもキャン
プのメニューからはずそうかと直前まで悩んでいま
した。しかし、子どもたち自身は待ちどおしくてたま
らなかったようです。ほとんど貸し切り状態のファミ
リープールで、ウォータースライダー、流れるプール
での浮き輪遊びを心から楽しんでいました。避難先と
して間借りしている学校では、どうしてもプール遊び
の時間が限定されるので、フラストレーションがた
まっていたのではないでしょうか。
　午後は創作カカシづくりを地元の小学生を交えて行
いました。地元のプレイリーダーの人たちが、被災地
の子どもたちと地元の子どもたちをミックスして班を

作らせ、カカシのテーマ決めから創作まで、すべて子
どもたちに任せていました。大人は材料と道具を準備
するだけです。
　子どもたちはカカシ作りの楽しさとともに、初めて
出会った島の子どもたちと友達になれたことがうれし
かったようです。後に思い出ランキングとして、カカ
シ作りを上位に挙げる子どもがたくさんいました。
　夜のキャンプ・ファイヤーは圧巻でした。キャンプ
のメニューをコーディネートしてくれていたプレイ
リーダーというのは、実は、ほとんどが小豆島町の役
場の若い職員です。被災地の子どもたちを元気づけよ
うと、ギターをかき鳴らし、声をからし、手を打ち鳴
らし、キャンプソングを歌い上げていました。町長は、

「昼間はちゃんと仕事をしていますから、安心してく
ださい」と若い職員たちをフォローしていました。
　キャンプ・ファイヤーのフィナーレでは、あらかじ
め準備されていた「ともだち」という火の文字が燃え
上がりました。引率の先生たちも、子どもたちもみん
なこの文字には大感動し、小豆島の人たちへの感謝の
気持ちでいっぱいになったそうです。

３日目は小豆島観光に当てました。午前中、まず
は銚子渓自然動物園「お猿の国」を訪ねました。

素朴な動物園で、野生のサルが放し飼いになっている

「二十四の瞳」の像の前で全員で記念撮影

ファミーリープールでくつろぎタイム キャンプ・ファイヤーで燃え上がる「ともだち」の火文字



26

だけですが、子どもたちには、その素朴さが受けてい
ました。間近でサルの親子をじっくりと観察できたと、
男女ともにお猿の国は一番人気でした。
　午後は国際こども映画祭のオープニングイベントに
参加しました。このイベントでは地元の子どもたちが
将来の夢を語る「こども夢宣言」というコンテストが
行われました。ここに、仙台の子どもたちも、飛び入
りで参加することになりました。
　「楽天にドラフト１位で入団する」「三ツ星レストラ
ンのシェフになる」「どんな病気も治せる小児科医に
なりたい」「カーレーサーになる」……子どもらしい
夢が次々と語られ、会場から大きな拍手を浴びていま
した。
　夕方には、オリーブ公園でそうめん流しを体験しま
した。実は小豆島はそうめんの名産地。コシがあって
とてもおいしいので、みんな、夕食前だということを
忘れて、何度も竹樋の中に箸を沈めて、流れてくるそ
うめんをすくい上げていました。

４日目はあいにくの雨空で、当初予定していた午
前中の地引網が中止となり、現代アートを見学。

お昼はバーベキューを行いました。地引網の収獲物は

ありませんでしたが、地元の獲れたてのタイやタコを
提供してもらい、子どもたちは舌鼓を打っていました。
午後は国際こども映画祭の上映会で、大人気アニメ
の「ワンピース」を見ることになりました。子どもた
ちが映画に夢中になっている間、引率の大人たちはス
リーピングタイムです。
　映画の後は、山岳霊場の保安寺を訪ねました。小豆
島には四国と同じように八十八ヶ所の霊場があって、
島遍路と呼ばれる巡礼のコースがあります。山岳霊場
は、その巡礼のコースに何ヶ所もあり、小豆島の観光
スポットになっています。私たちはその一つに行き、
仏様を祀ってある祠で護摩木を焚いて、被災地の 1 日
も早い復興を願いました。ボランティアで引率に来て
いた千葉敬愛短期大学の大学生たちも、護摩木の煙と
密教の念仏に魅せられて、「本物のパワースポットだ」
と、小学生たち以上に興奮していました。
　護摩木には、「絶対、復興するぞ」とか「新しい家
に住むぞ」とか、子どもたちの復興への素直な思いが
綴られていました。ただ、中には「きれいな女の人と
結婚するぞ！」という、復興とは関係のない願掛けを
していた男の子もいました。

国際こども映画祭のオープニングセレモニーでこども夢宣言

小豆島名物の流しそうめんはおいしかった ふるさと村イベント広場でバーベキュー

銚子渓自然動物園「お猿の国」
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５日目は最終日。「あと１週間いたい」「もう１日
だけ、いいでしょう」となごりを惜しむ言葉が

聞こえてきました。子どもたちにとって、この 4 泊５
日の旅は、終わらせたくない旅だったようです。帰り
のフェリーでは紙テープを持つ手をいつまでも離さ
ず、島の人々の姿が見えなくなるまで、一生懸命手を
振っていました。
　飛行機、新幹線と再び長旅をして仙台駅に着くと、
あれほど帰りたくないと言っていた子どもたちは笑顔
で保護者の方たちに連れられて、家路につきました。
後日、保護者の方たちに話を聞くと、みんな山ほど土
産話をしてくれたとのことです。

感想

　子どもたちを引率していく上で、最も心配していた
のは心のケアです。家族を亡くした子どもたちが変調
をきたさないか、海に連れて行った時にパニックを起
こさないか、その２点にスタッフはピリピリしていま
した。しかし、結局、心配するような事態は何も起き
ませんでした。

　子どもたちは瀬戸内の海を見ると、「足だけつかっ
てもいい？」と興味津々。海の水をぺろりとなめて「仙
台の海より塩辛い！」とさっそく仲間たちに報告しま
す。すると、我も我もと皆が海の水を舐めて検証実験
を始めます。
　引率の養護の先生によれば、仮設住宅は狭いし、学
校は間借りだし、子どもたちはのびのびできる空間に
飢えていたのだと思うとのこと。その鬱屈したエネル
ギーが久しぶりに爆発したようでした。私たちも 2 日
目から、心のケアという言葉は消し飛び、普通のサマー
キャンプの引率へと態度が変わっていきました。
　もちろん、笑いさざめきながらも、時折、「いまこ
こに津波が来たらどうする？」と問いかける子どもも
いて、楽しさと切なさが入り混じった瞬間はありまし
た。しかし、総じて子どもたちのまなざしはしっかり
と未来へと向いていたような気がします。
　後日、「次回行きたいところはどこ？」というアン
ケートをしたところ、「海」という回答が最も多かっ
たことには、大変驚きました。

フェリーの甲板で海風の気持ちよさに笑顔が漏れる山岳霊場の祠で護摩焚き、復興への祈りをささげる

小豆島の人々と紙テープでお別れ


